
時
代
が
英
雄
を
作
る
か
、
英
雄
が
時
代
を
作
る
か

は
、
き
わ
め
て
む
つ
か
し
い
問
學
あ
る
。
同
志
社

-
0
0
年
の
歴
史
を
作
っ
た
人
と
し
て
、
多
数
の
人

び
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

の
人
び
と
は
、
そ
の
時
代
を
作
る
人
と
し
て
は
当
を

得
た
人
物
で
あ
っ
て
も
、
他
の
時
代
に
置
い
た
と
き

に
、
は
た
し
て
そ
の
時
代
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
か

ど
ぅ
か
県
問
で
あ
る
。
黒
社
一
 
0
0
年
の
歴
史

に
は
、
多
く
の
人
び
と
が
現
わ
れ
て
は
消
え
て
行
っ

た
。
そ
れ
ら
の
人
び
と
の
中
で
、
特
異
な
人
物
の
一

人
と
し
て
西
村
金
三
郎
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

西
村
は
、
大
正
一
四
年
三
月
か
ら
昭
和
三
年
三
月

曝

/

玄

三

ま
で
の
三
年
間
、
校
友
会
の
会
長
で
あ
り
、
大
正
一

五
年
六
月
に
、
理
事
で
あ
る
大
沢
徳
太
郎
、
加
藤
小

太
郎
と
と
も
に
、
同
志
社
財
団
の
資
金
管
理
委
員
に

選
出
さ
れ
て
財
団
の
経
営
に
参
画
し
九
。
さ
ら
に
、

昭
和
二
年
三
月
に
は
、
同
志
社
財
団
の
職
制
の
改
革

に
ょ
っ
て
、
新
九
に
教
育
部
、
財
務
部
、
庶
務
部
が

設
け
ら
れ
、
教
務
部
長
に
は
海
老
名
弾
正
総
長
、
財

務
部
長
に
は
西
村
金
三
郎
、
庶
務
部
長
に
は
内
藤
隆

行
が
就
作
し
た
。
こ
の
改
荏
、
教
学
と
財
団
経
営

の
分
離
壽
っ
た
も
の
で
あ
り
、
同
志
社
学
園
が
近

代
化
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
こ
の
改
革
に

つ
い
て
は
、
当
時
校
友
会
会
長
で
あ
っ
た
西
村
は

「
財
政
通
ノ
理
事
ガ
教
翻
ニ
ロ
ヲ
出
ス
コ
ト
ハ
危

険
デ
ア
リ
マ
ス
。
教
学
部
ガ
財
務
部
ノ
支
配
ヲ
受
ケ

ル
ト
イ
ゥ
ヨ
ウ
ナ
コ
ト
ハ
誠
二
悲
シ
ム
ベ
キ
コ
ト
」

と
述
べ
て
い
る
。
(
同
志
社
百
年
史
通
史
編
八
九
九

豆
昭
和
三
年
三
月
、
財
団
本
部
の
庶
務
主
事
と
会
け

出
納
係
と
が
共
謀
し
て
、
伝
票
を
ど
ま
か
し
、
電
話

秀
金
を
着
服
し
、
さ
ら
に
岩
倉
土
地
会
紘
の
小

切
手
を
盗
用
し
て
、
合
計
二
万
四
千
余
円
を
横
領
す

る
と
い
う
事
件
が
発
覚
し
た
。
こ
の
責
任
を
取
っ

て
、
西
村
と
内
藤
は
、
財
務
部
長
と
庶
務
部
長
を
辞

職
し
た
。
の
ち
延
西
村
は
、
両
名
の
家
屋
と
土
地
を

提
供
さ
せ
て
横
領
金
の
う
ち
一
万
四
千
余
円
を
弁
償

さ
せ
た
が
、
残
額
は
損
失
と
し
て
処
理
し
た
。

さ
ら
に
西
村
は
、
昭
和
三
年
二
月
の
初
の
普
通
選

挙
に
、
同
志
社
理
事
の
肩
書
き
の
ま
ま
民
政
党
か
ら

立
候
補
し
た
が
落
選
し
た
。

昭
和
五
年
九
月
に
、
西
村
は
理
事
を
辞
任
し
て
い

る
か
ら
、
大
正
一
五
年
六
月
か
ら
約
四
年
間
、
財
団

の
経
営
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
辞
任
は
、
任
期
満

f
に
ょ
る
も
の
で
は
な
く
、
昭
和
四
年
四
月
の
、
法

学
部
教
授
団
有
志
の
、
当
局
こ
と
に
西
村
理
事
弾
劾

の
声
明
書
に
起
因
し
て
い
る
。
西
村
の
活
躍
し
矣

正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
あ
い
だ
は
、
大
正
デ
モ
ク

山平

同志社人物誌(55)

西村金 郎
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ラ
シ
ー
の
末
期
か
ら
、
昭
和
恐
慌
と
い
わ
れ
る
経
済

不
況
の
時
期
に
か
け
て
の
、
思
靜
に
も
経
済
的
に

も
激
変
の
時
代
で
あ
っ
た
。

日
本
の
大
学
腎
機
関
と
し
て
、
明
治
一
九
年
の

「
帝
国
大
学
令
L
 
に
よ
っ
て
、
棗
・
京
都
な
ど
の

帝
国
大
学
が
設
立
さ
れ
た
が
、
私
立
大
学
は
「
専
門

学
校
令
L
 
に
ょ
る
大
学
で
あ
っ
て
、
'
帝
国
大
学
と
は

灰
別
さ
れ
て
ぃ
た
。
大
正
七
年
に
至
っ
て
新
し
く

「
大
学
令
」
が
公
布
さ
れ
、
官
公
私
立
大
学
が
、
法

規
上
は
じ
め
て
平
等
に
な
っ
た
。

同
柱
で
は
、
明
治
四
五
年
に
「
専
門
学
校
令
」

に
よ
る
詞
志
社
大
学
が
創
設
さ
れ
、
神
学
部
・
一
央
文

科
(
の
ち
に
文
学
部
Y
政
治
経
済
部
(
の
ち
に
法

需
)
が
買
か
れ
た
。
大
正
九
年
、
「
新
大
学
令
」

に
よ
る
同
志
社
大
学
(
予
科
・
文
学
部
・
法
学
部

大
学
院
)
が
発
足
し
た
。
そ
こ
で
、
専
門
学
佼
令
に

よ
る
従
前
の
黒
社
大
学
は
、
大
正
三
年
に
同
志

社
専
門
学
校
と
改
称
し
、
神
学
部
と
高
等
商
業
部
を

置
)
こ
0

同
志
社
専
門
学
校
高
等
商
業
部
(
高
商
部
と
呼
ぱ

れ
た
)
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
専
門
学
校
令
に
ょ
る

同
志
社
大
学
が
大
学
令
に
よ
る
同
志
社
大
学
に
変
わ

つ
た
九
め
の
跡
始
末
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
大
正
一

一
年
の
開
設
時
に
は
、
教
員
は
新
大
学
法
学
部
の
教

員
が
兼
任
し
、
教
室
が
な
い
の
で
夜
間
校
と
し
て
出

発
し
た
。
し
か
し
、
入
学
生
の
大
部
分
が
昼
間
校
を

希
望
し
た
の
で
、
翌
ご
亙
三
月
に
木
造
二
階
建
の

徳
照
館
を
、
現
在
神
学
館
の
あ
る
位
置
に
建
設
し
、

四
月
か
ら
昼
問
校
と
し
た
。

こ
の
高
商
部
は
、
初
年
度
は
一
五
0
名
そ
こ
そ
こ

の
志
願
者
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
か
ら
志
願
者
が
殺
到

し
、
や
が
て
同
志
社
の
ド
ル
箱
と
な
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
成
功
を
収
め
よ
う
と
は
、
誰
も
予

想
し
な
か
っ
た
。

大
正
時
代
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
日
本

経
済
が
飛
躍
的
に
発
展
し
、
農
業
と
軽
工
業
を
中
心

と
す
る
経
済
か
ら
、
重
化
学
工
業
経
済
の
段
階
に
、

そ
の
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
新

し
い
経
済
を
運
営
す
る
た
め
に
は
、
「
読
み
、
書
き
、

そ
ろ
ぱ
ん
」
の
商
業
教
育
で
は
追
い
つ
か
な
く
な

り
、
高
度
の
教
育
を
受
け
た
人
材
が
必
要
と
さ
れ

た
。
こ
の
時
代
の
要
請
が
、
高
商
部
成
功
の
原
因
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
学
年
三
0
0
名
近
い
入
学
者
を
収
容
す
る
に

は
、
徳
照
館
の
一
七
八
坪
の
校
舎
は
狭
す
ぎ
た
。
当

時
の
学
生
の
思
い
出
話
に
よ
れ
ば
、
四
・
五
人
掛
け

の
長
机
と
長
椅
子
を
並
べ
た
教
室
は
、
懇
現
場
の

鈑
場
の
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
、

授
業
料
は
大
学
予
科
と
同
額
の
八
五
円
で
あ
る
の

に
、
予
科
の
教
室
は
机
も
椅
子
も
一
人
掛
け
と
い
う

の
だ
か
ら
、
高
商
部
学
生
の
眼
に
は
ひ
ど
い
差
別
待

遇
と
写
っ
た
。
高
等
商
業
教
育
が
時
流
に
乗
っ
た
時

代
で
あ
り
、
学
生
た
ち
は
希
望
に
燃
え
て
入
学
し
た

の
に
、
上
述
の
よ
う
な
有
様
で
あ
っ
た
か
ら
、
学
生

の
間
に
不
満
が
た
ま
っ
て
行
っ
た
。
「
今
出
川
の
キ

ヤ
ン
ハ
ス
は
狭
い
か
ら
適
当
な
地
に
移
転
せ
よ
し
と

同志社高等商業学校樹徳館
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い
う
議
論
が
出
て
く
る
の
は
自
然
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
姦
論
が
具
体
的
な
移
転
新
築
運
動
に

発
展
し
た
の
は
昭
和
二
年
の
春
で
あ
っ
た
。
学
生
会

(
自
治
会
Y
学
友
会
・
応
援
団
が
結
束
し
て
「
校
舎

新
築
委
員
会
」
を
作
り
、
理
事
を
戸
別
訪
問
し
磊

願
し
九
。
こ
れ
よ
り
先
、
一
月
の
理
事
会
で
「
高
商

部
設
備
調
査
を
西
村
・
大
沢
両
理
事
に
依
頼
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
両
理
事
は
新
築
委
員

会
と
交
渉
し
「
校
舎
新
築
資
金
八
万
円
の
う
ち
半
額

を
学
生
が
負
担
す
る
な
ら
、
適
当
な
土
地
に
移
転
新

築
す
る
。
移
転
先
の
土
地
は
、
募
金
完
了
(
申
込
み

で
ょ
い
が
、
少
な
く
と
も
六
割
が
現
金
で
集
ま
っ
て

い
る
こ
と
)
の
と
き
に
決
定
す
る
し
と
申
し
出
た
0

校
舎
新
築
委
員
会
は
、
直
ち
に
新
築
募
金
委
員
会

に
変
わ
り
、
学
生
大
会
を
開
い
て
在
学
生
全
員
が
三

0
円
ず
つ
寄
付
す
る
こ
と
需
場
一
致
一
瓢
決
し
、

映
画
会
や
音
楽
会
を
開
催
し
九
り
、
父
兄
、
卒
業

生
、
縁
故
者
の
あ
い
だ
を
か
け
回
っ
て
募
金
し
た
。

そ
し
て
半
年
も
経
九
ぬ
う
ち
に
、
第
一
目
標
額
の
二

万
円
余
に
達
し
た
。
そ
こ
で
、
三
月
二
二
日
、
委

員
会
は
移
転
先
の
選
定
と
校
舎
新
築
の
期
日
を
決
定

す
る
こ
と
を
、
理
事
会
に
強
く
要
請
し
九
。

昭
和
二
年
五
月
の
理
事
会
で
は
、
高
商
土
地
問
題

に
関
し
、
候
補
地
で
あ
る
岩
倉
と
向
日
町
の
調
査
委

員
と
し
て
小
林
・
西
村
・
ペ
ド
レ
ー
各
理
事
と
西
山

監
事
を
委
嘱
し
、
六
月
の
理
事
会
で
岩
倉
を
可
と
す

る
調
査
委
員
の
報
告
を
承
認
し
九
。
同
時
に
金
策
を

小
林
理
事
に
依
頼
し
、
損
害
が
生
じ
九
場
合
の
保
証

を
小
林
・
大
沢
・
津
下
・
西
村
の
四
理
事
が
引
き
受

け
九
。
理
事
会
後
、
理
事
一
同
は
岩
倉
に
行
き
、
買

収
予
定
地
を
視
察
し
た
。

学
生
の
請
願
書
の
出
さ
れ
六
翌
日
一
一
月
二
三

日
、
緊
急
理
事
会
を
開
い
て
、
岩
倉
の
土
地
一
 
0
万

坪
を
、
坪
価
七
円
以
内
で
買
収
す
る
こ
と
を
西
村
理

事
に
一
任
し
九
。
財
源
は
、
買
収
土
地
の
一
部
売

却
と
同
志
社
が
所
有
す
る
不
要
土
地
の
処
分
に
ょ
っ

て
ま
か
な
う
こ
と
を
決
定
し
九
。

西
村
理
事
は
隠
密
裡
に
土
地
買
収
を
進
め
、
ニ

五
、
二
六
の
両
日
で
、
ま
ず
五
万
坪
を
坪
当
り
五
円

八
0
銭
な
い
し
六
円
八
0
銭
で
買
収
す
る
こ
と
に
成

功
し
九
0
 
と
こ
ろ
が
「
西
村
理
事
は
約
束
を
実
行
で

き
ず
逃
亡
し
た
」
と
い
う
デ
マ
が
流
れ
九
の
で
、
総

長
は
急
拠
、
西
村
理
事
を
探
し
出
し
て
、
高
商
部
学

生
や
教
職
員
に
事
情
を
説
明
さ
せ
九
。
ニ
ハ
日
付
の

京
都
日
出
新
聞
は
、
「
同
志
社
高
商
部
移
転
敷
地
七

万
坪
買
収
終
わ
る
し
と
い
う
見
出
し
で
、
こ
の
状
況

を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

同
志
社
高
商
校
舎
の
移
転
問
題
に
関
し
、
西
村

理
事
等
に
ょ
り
適
任
地
の
物
色
中
で
あ
っ
た
が
、

い
よ
い
よ
洛
北
岩
倉
村
に
お
い
て
敷
地
一
0
万
坪

買
収
の
案
を
立
て
、
一
言
百
の
理
事
会
に
お
い
て

決
定
し
、
地
主
約
八
0
名
と
の
間
に
調
停
が
出

来
、
二
五
日
に
至
り
七
万
坪
の
買
収
を
終
っ
九
。

二
七
日
午
前
三
時
を
期
し
、
全
学
生
主
催
に
ょ

る
学
生
大
会
が
同
校
校
庭
に
開
か
れ
、
海
老
名
総

長
以
下
教
職
員
並
び
に
西
村
理
事
等
列
席
の
上
、
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西
村
理
事
は
岩
倉
に
お
い
て
敷
地
買
収
に
至
っ
九

て
ん
ま
つ
を
述
べ
る
や
、
学
生
側
は
何
れ
も
満
足

の
面
持
ち
で
同
氏
の
斡
旋
を
感
謝
し
、
一
同
同
志

社
チ
ア
ー
を
高
唱
し
て
引
き
上
げ
九
。

岩
倉
土
地
の
買
収
は
、
「
岩
倉
土
地
計
画
」
に
基

い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
林
・
大
沢
・
津
下
・
西
村

の
四
理
事
で
構
成
さ
れ
九
岩
倉
土
地
委
員
会
で
立
案

し
、
理
事
会
で
承
誓
れ
九
も
の
で
、
そ
の
大
要
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

田
今
出
川
の
キ
ャ
ン
バ
ス
が
手
狭
に
な
っ
九
こ
と

⇔
岩
倉
は
都
会
の
姦
的
瑞
境
か
ら
離
れ
て
い
る

こ
と

国
土
地
の
一
部
を
同
志
社
関
係
者
に
売
却
し
て
、

同
志
社
町
を
作
り
、
姦
境
を
作
る
こ
と
。

四
京
福
電
鉄
の
開
通
と
同
志
社
高
商
校
舎
の
建
築

に
ょ
っ
て
地
価
が
騰
貨
す
る
見
込
み
が
あ
り
、

同
志
社
の
財
政
に
寄
与
で
き
る
こ
と
。
も
っ
と

も
、
地
価
が
下
落
し
六
と
き
は
、
土
地
委
員
四

名
が
連
帯
し
て
損
失
を
保
証
す
る
こ
と

昭
和
四
年
三
月
に
同
志
社
高
商
部
の
校
舎
が
完
成

し
、
区
画
整
理
さ
れ
九
約
七
、
六
0
0
坪
が
同
志
社

教
職
員
や
関
係
者
五
四
名
に
坪
当
り
平
均
二
0
円
で

分
設
さ
れ
、
諸
経
費
を
差
引
い
て
約
八
万
円
の
純
益

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
九
。
し
か
し
、
以
後
は
分
譲

希
望
者
が
な
く
、
帳
簿
上
で
は
、
昭
和
九
年
度
以
降

は
岩
倉
土
地
会
計
は
赤
字
に
転
じ
九
。
そ
の
理
由
は

簡
単
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
土
地
買
収
資
金
と
し

て
、
三
井
信
託
か
ら
年
利
八
%
で
五
0
万
円
の
借
入

を
し
た
。
こ
の
借
入
金
は
、
理
事
会
の
決
定
で
は
、

京
都
市
内
に
在
る
不
要
土
地
の
処
分
と
岩
倉
土
地
の

分
謡
代
金
で
返
済
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
九
が
、
な

ぜ
か
、
そ
れ
が
実
行
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
分

誠
地
の
売
却
が
進
ま
な
い
か
ぎ
り
、
金
利
分
だ
け
の

赤
字
が
出
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

昭
和
三
年
三
月
、
天
皇
即
位
の
大
典
が
行
わ
れ

九
直
後
の
京
都
御
所
に
隣
接
し
て
い
る
有
終
館
か
ら

出
火
、
焼
失
し
九
。
海
老
名
総
長
以
下
理
事
、
監
事

は
お
詫
び
の
讐
を
表
わ
す
た
め
に
総
辞
職
し
た
。

総
長
は
中
村
栄
助
が
事
務
取
扱
と
な
っ
た
が
、
昭
和

四
年
四
月
当
時
の
嵳
新
聞
に
、
撃
瓢
師
高
橋

貞
三
と
高
橋
信
司
が
、
岩
倉
土
地
購
入
に
際
し
て
不

正
が
あ
っ
た
と
い
う
記
事
を
載
せ
九
の
に
対
し
て
、

理
事
会
は
こ
の
両
名
の
「
自
発
的
辞
表
」
提
出
を
要

請
し
九
。
さ
ら
に
能
勢
克
男
教
授
も
「
総
長
選
挙
問

題
や
岩
倉
土
地
問
題
に
つ
い
て
批
判
を
し
た
」
こ
と

お
よ
び
「
昭
和
三
年
二
月
の
第
一
回
普
通
選
挙
で
、

民
政
党
か
ら
出
馬
し
九
西
村
金
三
郎
理
事
を
応
援
せ

ず
に
社
会
民
衆
党
の
吉
川
季
次
部
を
応
援
し
九
」
こ

と
を
理
由
に
し
て
、
一
将
譜
ら
と
同
様
な
通
告
を

受
け
、
法
学
部
教
員
三
名
が
解
雇
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
法
学
部
教
員
一
三
名
の
声
明
書
が

発
表
さ
れ
て
、
学
内
は
大
混
乱
に
陥
っ
た
。
そ
の
内

容
は
、
理
事
会
の
措
置
は
、
陰
惨
に
し
て
理
不
尽
な

恐
怖
行
政
で
あ
る
と
し
、
そ
の
端
緒
に
し
て
且
つ
そ

の
全
過
程
こ
そ
は
、
理
事
西
村
金
三
郎
の
入
社
と
そい

の
独
裁
的
行
政
の
務
形
相
で
あ
る
と
断
じ
て
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る
。
そ
の
具
体
的
罪
状
と
し
て
、
次
の
点
を
挙
げ
て

呈
事
に
し
て
財
務
部
長
を
兼
ね
あ
ら
ゆ
る
行
政

を
独
裁
し
た
こ
と

⇔
現
職
の
ま
ま
第
一
回
普
通
選
挙
に
立
候
補
し
た

こ
と
0

田
選
挙
期
間
中
本
部
の
財
務
及
び
庶
務
の
事
務
を

等
閑
に
付
し
た
た
め
に
会
け
上
の
不
始
末
を
生

じ
た
こ
と

四
京
都
の
南
郊
に
ょ
り
適
当
な
士
地
が
あ
っ
た
の

に
、
ま
た
高
商
教
授
団
の
希
望
を
無
視
し
て
、

辺
陬
岩
倉
村
に
広
莚
七
万
坪
の
土
地
を
買
収
し

六
こ
と

国
こ
れ
は
士
地
ブ
ロ
ー
カ
ー
的
行
為
で
あ
り
、
資

本
家
的
投
機
的
買
占
め
で
あ
っ
た
。

内
財
団
法
人
同
志
社
は
、
基
督
教
主
義
に
拠
っ
て

社
会
の
有
用
な
る
人
材
を
生
み
出
す
べ
き
施
設

で
あ
っ
て
、
投
機
事
業
の
た
め
K
存
立
す
る
商

事
会
社
で
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
声
明
書
を
読
め
ぱ
、
西
村
は
独
裁

者
、
陰
謀
家
、
利
権
屋
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
よ
く
読
め
ぱ
、
批
難
の
大
部
分
は
抽

象
的
・
感
情
的
で
、
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
る
の

か
わ
か
ら
な
い
。
呈
事
と
財
務
部
長
を
兼
ね
る
こ

と
が
、
直
ち
に
行
政
の
独
裁
と
い
え
る
か
ど
ぅ
か
。

⇔
現
職
の
ま
ま
立
候
補
す
る
こ
と
は
、
国
家
公
務
員

な
ら
別
だ
が
、
私
学
の
理
事
に
つ
い
て
制
約
が
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
理
事
会
は
む
し
ろ
挙
げ
て
応
援
し

た
と
思
わ
れ
る
。
⇔
会
計
上
の
不
始
末
は
、
選
挙
の

た
め
に
財
務
や
庶
務
の
事
務
を
等
閑
に
し
九
か
ら
と

は
い
え
な
い
。
四
京
都
の
南
郊
(
向
日
町
)
が
よ
い

か
岩
倉
が
よ
い
か
は
、
十
分
に
調
査
の
上
理
事
会
で

決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
高
商
教
授
団
が
岩
倉

を
き
ら
っ
た
と
い
う
事
実
も
な
い
。
国
土
地
購
入
即

土
地
ブ
ロ
ー
カ
ー
的
行
為
と
い
え
る
か
ど
ぅ
か
0
 
因

岩
倉
土
地
計
画
は
、
商
事
会
社
的
発
想
か
ら
生
ま
れ

た
も
の
で
は
な
い
。

挙
げ
ら
れ
た
西
村
の
罪
状
は
、
よ
く
吟
味
す
れ

ぱ
、
こ
じ
つ
け
の
理
く
つ
が
多
く
、
納
得
で
き
な

)
0

中
島
重
ら
が
理
事
会
を
糾
弾
し
た
の
は
、
学
問

しの
自
由
を
確
保
す
る
た
め
に
、
大
学
教
員
の
任
免
権

を
理
事
会
か
ら
教
授
会
に
取
り
戻
そ
う
と
い
う
主
張

か
ら
で
あ
る
。
現
在
と
ち
が
い
、
理
事
会
の
権
限
が

強
か
っ
た
時
代
で
あ
る
か
ら
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

に
ょ
っ
て
開
眼
さ
せ
ら
れ
た
大
学
の
在
り
方
を
、
強

く
訴
え
た
の
が
中
島
を
中
心
と
す
る
法
学
部
教
員
一

三
名
の
声
明
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
強
く
訴

え
る
た
め
に
は
、
悪
役
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
悪
役

に
仕
立
て
ら
れ
た
の
が
、
西
村
金
三
郎
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

中
島
重
は
、
法
学
部
の
花
形
教
授
で
あ
り
、
ま
た

行
を
共
に
し
た
ご
君
も
優
秀
な
人
た
ち
で
あ
っ
た

か
ら
、
人
ぴ
と
に
与
え
た
衝
撃
も
大
き
か
っ
た
。
そ

れ
に
比
例
し
て
西
村
の
悪
名
は
大
き
く
な
っ
九
。

西
村
が
理
事
を
辞
め
た
八
力
月
後
の
昭
和
六
年
五

月
に
、
高
商
部
の
同
窓
会
で
あ
る
樹
徳
会
か
ら
西
村

の
肖
像
が
寄
贈
さ
れ
、
講
堂
に
、
功
労
者
と
し
て
掲

げ
ら
れ
た
。
高
商
部
か
ら
は
大
恩
人
と
見
ら
れ
、
他

方
に
お
い
て
法
学
部
か
ら
大
悪
人
呼
ぱ
わ
り
さ
れ
九

の
は
、
同
志
社
の
歴
史
で
も
例
の
な
い
ケ
ー
ス
で
あ

る
0

(
大
学
商
学
部
名
誉
教
授
)

る
0
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